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イオン交換平衡〃

山　　辺

　イオン交換平衡は質量作用法則を基礎として考察する

よりは，ドンナン平衡あるいはもっと広く膜平衡を基礎

として考察する方が好都合であるがユ），平衡値を平衡図

により実験的に考察するためには，樹脂相および溶液相

の当量分率のように0と1の問に変化する変数が用いら

れている．しかし，当量分率は異原子価の平衡では溶液

の全濃度等の変化によって平衡図が変る2・3）．著者はこ

の点に関し次の”交換分率”のような変数を考えて好結

果を得た．

　AB両イオンの交換平衡を考える・イオンの量および

濃度はミリ瓦当量数（mE）単位で表わす．　ZA，　ZBをそ

れぞれAB両イオンの全量（mE），．〈TAS，2＞RSをそれぞ

れ平衡後の溶液相のイオン濃度（mE／cc），水の全量を

Wgとすれば，”交換分率”ztA，　ABは

　　　　砧乙r撃8，A・－Cla・X4kscWRNRs

となる．

　理想的なイオン交換平衡すなわち十分稀薄でかつ樹

脂に対し十分容積の大なる溶液を用いた場合は，AA，　AB

はイオンの中樹脂相にあるものの分率と考えられる．し

たがってこれを”交換分率”と名付けた．

　従来行った著者の実験結果よりAA，　ABを計算して，

いずれも満足すべき結果が得られたが，ここでは省略す

る．

　新しい交換実験として，カルシウムと水素の交換平衡

を検討した・アンバーライト，IR－120（20～50メッシ

ュ）を用い，あらかじめカルシウム形あるいは水素形と

した空気乾燥樹脂の一定量をとり，一定容積の種々の組

成の混合溶液（塩化カルシウムと塩酸）を加えて平衡せ

しめた後，ガラス綿でこし，演液の組成（NHS，　NeaS）

を分析により求めた．

O．J「

Aca。蓋

t

5αR
Xー

　　　　　　α鉱、

　　　　　　1●HR＋（〔h，H），〔MN，W＝250
　　　　　　10〔；（iil＋〔Oα，H），〃　　i－

　　　　　　ffe　HR＋（CaH），・W＝500．・e

0
0　　　　　　　』　α5

　　　　　－一”×s
T▽ロCaR＋CCa，H），　O．1　N，　W　一　500

穐躍蹴梛：ll

て対する一考察
武　　郎

　　実験結果は第1図に示す通りである．第2図は比較

　のために実験結果より樹脂相および溶液相の当量分率

　（XR，　Xs）を
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によりあらわした．

　実験1は水素樹脂（空気乾燥重量一以下ωであらわす

一一V・05g，樹脂の交換イオンの量一以下Q。であらわす一

一25・37mE）に対し全濃度約0．1／Vの混合溶液250cc，

実験皿はカルシウム樹脂（ω＝6．60，Q。＝24・29）に対し

全濃度約0．12Vの混合溶液250cc，実験皿は水素樹脂

（ω＝2，00，3・00・・，10．00，交換容量一以下Qであらわ

す一一3・103mE／ω）に対し全濃度約o・　INの混合溶液500
C
c，実験IVはカルシウム樹脂（ω＝2．00，3．00・・10．　00，

Q＝3．640）に対し全濃度約O．1Nの混合溶液500cc，

実験Vは水素樹脂（ω一5・00，Q。－15・15）に対し全濃度

約12Vの混合溶液50cc，実験V【はカルシウム樹脂（ω＝

5．00，Q。＝17．55）に対し濃度約INの混合溶液50ccを

加えた結果を示した．

　第1図に明らかなように煽とZicaによればほぼ図の

ような平衡曲線でこれらのすべてのデータを表わしうる

が，XRとXsとの場合は図のように溶液の全濃度ある

いは樹脂および溶液の量でそれぞれ異なった平衡曲線を

与え一致しない．また定義より明らかなように”交換分

率”を用いると三つ以上のイオンの平衝でも2成分の平

衝の場合とぜんぜん同様に行いうる・ただ実験1，皿で

見るように，ごく限られた条件では当量分率の方が好都

合と見られることがあるが，これは当量分率の方が実験

誤差の影響を受ける割合が小さいので，とくに交換平衡
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がかたよった場合にそのように見えるため

である．以上の結果から著者の提案する

”交換分率”の方が一般的にすぐれている

ことは明らかである．

　本実験に協力していただいた下条雇員に

感謝する．また本研究に関し昭和31年度

に旭化学工業奨励会より研究費補助を受け

たことにつき同会に厚く感謝する次第であ
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